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昨
年
の
設
立
時
に
は
、
大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
か
ら
青
山
織
衣

さ
ん
を
招
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
、

制
度
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

生
活
課
題
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
等

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

全
国
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、「
社

会
活
動
」
「
自
然
保
護
」「
国
際
交

流
」「
文
化
の
伝
承
」
他
、
多
様
な

分
野
に
お
い
て
そ
の
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
種
類
は
、
社

会
の
困
り
ご
と
の
数
だ
け
無
限
に

広
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

ま
た
、
既
存
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
に
新
た
な
活
動
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

         の
役
割
の
一
つ
で
す
。 

 

第
二
期
佐
用
町
地
域
福
祉
計
画

策
定
時
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

『
今
後
し
て
み
た
い
地
域
活
動
』

と
い
う
問
い
に
対
し
、「
特
に
な
い
」

を
除
く
と
「
特
技
や
趣
味
を
活
か

し
た
交
流
活
動
」
と
い
う
回
答
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
佐
用
町
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
敷
居
を
低
く
し
て

間
口
を
広
げ
、
世
代
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
動
機
や
活
動
実
態
が

異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
参
加
支

援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
10
月
10
日
に
開
催
し

た
第
４
回
運
営
委
員
会
の
中
で
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
が
解
散

し
て
か
ら
他
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
話
し
合 

     う
場
が
欲
し
い
」
と
い
っ
た
意
見

や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
多
文

化
に
触
れ
る
交
流
会
等
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。 

本
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
、
第
４
次
佐
用
町
地

域
福
祉
推
進
計
画
達
成
に
向
け
て
、

次
年
度
の
事
業
計
画
を
作
成
し
ま

す
。 

              

 

 令和６年度 第１回 趣味から広がる地域活動講座 

あ
ら
ゆ
る
人
の
活
動
・
参
加
を
支
援
す
る
た
め
に 

～ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
協
議 

～ 

佐
用
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
な
運
営
と
事
業
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
令
和
５
年
10
月
に
設
置
し
、
年
に
２
～
３
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
様
々
な
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。 

ボランティア 

活動関係者 

当事者団体 

関係者 
民間社会 

福祉関係者 

本会役員 関係行政 

機関職員 

学識経験者 

その他、本会 

会長が特に必要

と認める者 

佐用町ボランティアセンター運営委員会 
委員構成（※2年任期） 

日  時：令和６年１２月２３日（月） 

１３：３０～１５：３０ 

場  所：南光地域福祉センター 

講  師：小仁伸浩さん 

対  象：写真撮影が好きな方、地域づくりや 

ボランティア活動等に、興味・関心のある方 

定  員：１０名 ※定員に達し次第、申込を締め切ります 

持 ち 物：普段お使いのスマートフォン、または iPhone 

※カメラ機能のあるもの 

申込締切：１２月１８日（水） 

＜申込・お問い合わせ先＞佐用町社会福祉協議会 ☎７８－０８３０ 
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 町内の高齢者の見守りや安否確認を目的に夕食
のお弁当を届ける「食の自立支援事業（給食サー

ビス）」の配食ボランティアを募集しています。 

 配食ボランティアは、個人で行うボランティア

活動で、現在、30代～70代と幅広い世代の方が

活躍してくださっています。 

 ボランティア活動することにより、誰かの役に

立ちながら自身の心や体も元気になれます。また、

健康寿命を延ばし、高齢者の方は介護予防にもつ

ながります。 

 空いている時間を利用して、ボランティアして

みませんか？ 

 活動日・時間 

 ○火曜日・金曜日（祝日、年末年始除く）の午後 3時頃～午後 5時頃 

 ○活動の頻度は、週 2回～月 1回程度までご都合に合わせて調整します 

 活動の流れ 

① 社協各センターでお弁当を受け取ります 

② その日のご利用者を配食表で確認し、ご利用者宅へお弁当を届けます 

③ 全てのご利用者へお弁当の配達が終われば、活動終了です 

 活動費 

 ○自家用車を使用しての活動の場合、自宅→社協各センター→ご利用者宅→

自宅の走行距離に応じた燃料代実費相当額を支給します。 

「その地区なら行ける！」「地図があればわかるか

も」「車の運転が好き」等々、理由は何でもＯＫです。

あなたの訪問を待っている人がいるボランティア活

動をしてみませんか？興味のある方は、下記までお

気軽にお問い合わせください。 

【地域福祉課地域福祉推進係 ☎７８－０８３０】 

配食 急募地域 
 

佐用地域の石井方面

及び江川方面の配食ボ

ランティアを募集して

います。 

安否確認しながらお弁当を配達する、ボラ

ンティアの畑中さん（写真右） 
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全
国
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
、

復
旧
・
支
援
活
動
で
は
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

主
に
各
市
区
町
村
社
協
に
設
置

さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
は
、
多
く
の
支
援
依
頼
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
被
災
者
や
被
災
地
域
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
効
果
的
な
活
動
が
行
え
る
よ

う
、
調
整
機
能
を
果
た
す
役
割
が

あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
災 

害
発
生
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受 

         

     

入
れ
体
制
を
迅
速
に
整
え
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
で
き
な
い
と
、
必

要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
が
確

保
で
き
ず
、
地
域
の
復
興
ス
ピ
ー

ド
に
大
き
な
遅
れ
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

佐
用
町
で
も
平
成
21
年
台
風

第
９
号
豪
雨
災
害
で
は
、
日
本
各

地
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
を
経
験
し
た
職
員

も
減
り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
平

時
の
業
務
を
併
せ
て
遂
行
せ
ざ
る

を
得
ず
、
応
援
協
定
等
か
ら
の
職

員
派
遣
だ
け
で
は
運
営
が
不
十
分

と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
災
害
発
生
時
に
、
被

災
者
本
位
の
支
援
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の

協
働
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
し
て
い
く
た

め
に
、
一
般
社
団
法
人
ピ
ー
ス
ボ 

ー
ト
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
京 

              

都
）
の
遠
藤
聡
さ
ん
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
運
営
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
１
日
目
は
、
座
学
と
し
て
、『
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

な
に
か
』、『
災
害
時
に
被
災
者
が

抱
え
る
課
題
』、『
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
の
種
類
』、『
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
の
役

割
分
担
』、『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
の
３
原
則
』
等
を

学
び
、
各
グ
ル
ー
プ
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
運
営
の
疑
似
体
験
）
も

行
い
ま
し
た
。 

  

２
日
目
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内

の
マ
ッ
チ
ン
グ
班
を
体
験
し
ま
し 

た
。 

 

ゲ
ー
ム
で
は
、立
ち
上
げ
初
日
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
最
多
時
期
、
閉
所

や
移
行
の
検
討
期
の
３
つ
の
フ
ェ 

ー
ズ
を
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が
異
な
っ
て
く 

る
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。 

              

 

こ
の
２
日
間
で
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
町
社

協
の
力
だ
け
で
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
災
害
発
生

前
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
や
各
関
係
機

関
・
団
体
の
み
な
さ
ん
と
連
携
・

協
働
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。 

 

本
会
で
は
、
引
き
続
き
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
方

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

地
域
の
復
興
を
支
え
る
た
め
に 

災
害
ボ
ラ
セ
ン
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
養
成 

災害ボランティアセンター運営の３原則 

① 被災者本位 

被災者の意向や心情等を基にした取り組

みや判断になっているか。運営の理論やボ

ランティアの都合や希望が優先されてい

ないか。 

② 地元主体 

災害後の地域の再生を担う地元組織や住

民が主体となった取り組みとなっている

か。知識や経験があるからといって、丸投

げになっていないか。様々な支援や取り組

みへの関わり方が考えられているか。 

③ 協働 

被災者にとって必要な支援を実施するた

めに、あらゆる支援者との協力体制や関係

性が構築されているか。一組織の限界が支

援の限界になっていないか。 

講師の遠藤聡さん 

マッチングを体験しました 
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ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
で
は
、

11
月
６
日
（
水
）
に
南
光
生
き
が

い
ド
ー
ム
で
、「
ひ
ま
わ
り
」「
ひ

だ
ま
り
」
の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
２
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
合
同
イ
ベ

ン
ト
（
ミ
ニ
運
動
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。 

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
暖
か
さ

で
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
の
中
、

18
組
48
名
と
た
く
さ
ん
の
参
加 

者
が
あ
り
、
ド
ー
ム
内
に
子
ど
も 

た
ち
の
声
が
響
く
、
と
て
も
賑
や 

か
な
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。 

           

    

曲
に
合
わ
せ
て
準
備
運
動
を
し

た
後
、
最
初
に
紙
製
の
魚
を
使
っ

た
『
さ
か
な
釣
り
』
を
楽
し
み
ま

し
た
。
続
く
『
が
ん
ば
れ
ア
ン
パ

ン
マ
ン
』
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
で
飛
び
跳
ね
た
り
、
ト
ン
ネ
ル 

を
く
ぐ
っ
た
り
と
子
ど
も
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
。
最
後
は
、
パ
ネ
ル

の
バ
イ
キ
ン
マ
ン
を
や
っ
つ
け
ま

し
た
。 

今
回
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た

『
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
』
で
は
、
年

齢
別
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
親
の

思
い
と
は
関
係
な
く
、
レ
ー
ス
の

途
中
で
歩
き
だ
す
子
ど
も
も
い
て

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
の

中
の
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
た
新

聞
紙
に
隠
れ
た
さ
つ
ま
芋
を
手
探

り
で
見
つ
け
る
『
芋
掘
り
』
や
、

大
き
な
サ
イ
コ
ロ
を
転
が
し
、
出

た
目
の
数
だ
け
フ
ー
プ
の
輪
の
中

を
す
す
ん
で
お
散
歩
す
る
『
ト
ト

ロ
の
さ
ん
ぽ
』
等
で
楽
し
み
ま
し 

    た
。 各

競
技
を
頑
張
っ
た
後
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
手
づ
く
り
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
や
編
み
ぐ
る
み
、
お

菓
子
を
貰
い
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
運
動

会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
参

加
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
、「
盛

沢
山
な
種
目
で
家
族
み
ん
な
楽
し

め
ま
し
た
」「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
け
ま
し
た
。 

 
【
12
月
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
】 

12
月
６
日 

 

ひ
だ
ま
り
（
三
日
月
） 

（
ク
リ
ス
マ
ス
会
） 

12
月
12
日 
ひ
ま
わ
り
（
南
光
） 

 
 
 
 

（
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ
教
室
） 

12
月
19
日 

ひ
ま
わ
り
（
南
光
） 

 
 
 
 
 

（
ク
リ
ス
マ
ス
会
） 

※
会
場
や
時
間
は
、
７
ペ
ー
ジ
の

ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
に
歓
声
が
響
く 

～ 

ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
ミ
ニ
運
動
会 

～ 

ハイハイレースで盛り上がりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度の受賞者】 

○民生委員・児童委員等功労者  新田妙子さん（仁位）、舟引寿子さん（林崎） 

○障害者福祉事業功労者     花尾より子さん（上長尾） 

10月 30日（水）、宍粟市の山崎文化会館

にて「第 72回兵庫県社会福祉大会」が開催

されました。この大会は、地域の社会福祉に

長年貢献された団体や役職員、ボランティア

等を称える場として毎年開催されています。 

 記念講演では、お笑いコンビ髭男爵の山田

ルイ 53世さんが「僕たちにキラキラする義

務などない」と題して講演をされました。現

在もＴＶコメンテーターやラジオパーソナリ

ティ等、多方面で活躍する山田ルイ 53世さ

んですが、中学２年生からの６年間はひきこ 

もりの状態にあり、当時の心情や経験談など

振り返りながら、笑いを交えながら話されま

した。 

インタビューの時によく「このひきこもり

の６年間があったからこそ、今の自分がある

んですよね。」と言われるが、自分から言わ

せれば、ひきこもりの６年間は無駄だった。

ひきこもりの問題に限らず、日本全体で無駄

を許せない空気感があるので、それがより当

事者の方を息苦しくさせているのではないか

とも話されていました。 

 

第 72 回兵庫県社会福祉大会で表彰 
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午前8時30分～午後3時00分まで
※受付日：月曜日～金曜日（平日）

午前8時30分～午後5時00分まで
※運休日：日曜日・祝日・年末年始

運行曜日 運行地域

月・水・金
佐用地域、上月地域の一部地域（福吉・本郷・大垣内・皆田・南中山・来見・田和・
才金・金子・桜山・金屋・力万・須安・宇根）

火・木・土
南光地域、三日月地域、上月地域の一部地域（樫ヶ渕・越田和・判官・稗田・
久木原・小日山・目高・寄延・上上月・中上月・下上月・仁位・早瀬１・早瀬２・
家内・久崎・櫛田・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿・大日山・小赤松・大酒）

役
場
商
工
観
光
課

上
三
河

淡

路

　
一

雄

遠

藤

　
好

貴

匿
　
名

奥

海

河

崎

長

尾

上
本
郷

○
供
養
と
し
て

西
徳
久

溝
端
　
智
恵
子

上
本
郷

小

笹

　
好

子

志

文

熊

渕

　
靖

子

下
本
郷

匿
　
名

    10月11日～11月10日受け付け分

平

松

匿
　
名

豊

福

匿
　
名

     預託者名（順不同・敬称略）

東
徳
久

畑

中

　
邦

央

家

内

佐

用

坂

本

　
明

美

福

本

　
雅

好

延

吉

匿
　
名

乃
井
野

小

林

　
和

也

城

内

　
一

夫

市
村
登
記
測
量
事
務
所

㈱
碧
木
商
店

西
徳
久

平

田

　
洋

子

キ
ン
キ
テ
レ
コ
ム
㈱

下
徳
久

櫛

田

木

南

　
敏

規

矢

部

　
弘

子

櫛

田

木

南

　
敏

規

〃

平

井

　
佳

子

匿
　
名

○
古
切
手
、
そ
の
他
物
品

○
福
祉
の
た
め
に

○
給
食
材
料

体
と
心
の
健
康
体
操

「
健
生
会
」
会
員
一
同

真

盛

匿
　
名

祐
あ
い
ホ
ー
ム
上
月

庵

匿
　
名

㈱
宮
本
技
建

グ
ロ
ー
リ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

佐
用
工
場

㈲
飛
龍
建
設
興
業

㈱
ポ
ー
ラ
化
粧
品

㈱
三
日
月
運
送

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

支
援
団
体
を
通
じ
て
被
災
地

　
こ
の
度
、
三
日
月
中
学
校

で
は
、
先
生
の
声
か
け
を
発

を
話
し
合
い
、
能
登
半
島
地

端
に
、

生
徒
会
に
お
い
て

生
徒
が
書
い
た
寄
せ
書
き
は

　
集
ま
っ
た
募
金
と
お
米
、

震
で
被
災
し
た
人
々
へ
届
け

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

る
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

善意の心ありがとうございました。

金
銭
口
座

物
品
口
座

佐用町善意銀行には、年間を通して預託

金や預託品をお寄せいただいています。

中でも預託金は、佐用町の福祉活動を推

進するためになくてはならない財源となっ

ておりますので、みなさんのご理解とご協

力をよろしくお願いします。

さよさよサービス運行中！！
通院や買い物など、みなさまの外出を応援します

予約専用電話 ７８－８０３４
※２週間前から利用日の前日午後３時までに電話予約してください。

但し、前日が土・日・祝日等の場合は、その前日が期日になります。

予約制

予約受付時間

運行時間

三
日
月
中
学
校
か
ら
義
援
金

～
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
支
援
へ
～作成した寄せ書きも一緒に届けます

←三日月中学校

生徒会役員の

みなさん

左から

仲村春音さん

（生徒会長）

廣瀬優雅くん

岩本朱鳥くん

東條颯芽くん

はるね

ゆうが

そうが

あすか
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８

１５

２２

ふれあいカレンダー（１２月）
日曜日

１２／１

月曜日
２

火曜日
３
給食サービス

水曜日
４

木曜日
５

金曜日
６

９

１６

２３

２９

５

給食サービス

１７
給食サービス

２４
趣味から広がる
地域活動講座
（スマホ写真講座）
南光地域福祉センター

１３：３０～

３０

６

日付

２

９

１２
生きがいデイ
三日月福祉拠点施設

９：３０～

子育てひろば
ひまわり
（ベビータッチ教室）

南光地域福祉センター

１０：００～

１９
生きがいデイ
三日月福祉拠点施設

９：３０～

子育てひろば
ひまわり
（クリスマス会）

南光地域福祉センター

１０：００～

無料弁護士相談
久崎老人福祉センター

１３：００～

１／１
元日

８

１１
喫茶であい
三日月地域交流センター

１０：００～

オレンジカフェ
（折り紙で福だるま

と正月コマ作り）
南光地域福祉センター

１３：３０～

１８

２５
生きがいデイ
三日月福祉拠点施設

9：３０～

給食サービス

３１

７
給食サービス

１０

２６

上月

事務局（日直のみ）

さよさよサービス（運行のみ、予約不可）

休

○

1/6

（月）

休
通
常
営
業休

○

1/4

（土）

○

○

○

休

休

○

12/29　～　1/3

佐用・南光

訪問入浴サービス、居宅介護支援

訪問介護（ホームヘルプ）

４

土曜日
７
さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

１４１３
給食サービス

２０
給食サービス

２７
給食サービス

２１
ふれあい喫茶
「とも」
川原町公民館
９：００～

ふれあい喫茶
「あえーる」
南光地域福祉センター

９：００～

２８
　

３

子育てひろば
ひだまり
（クリスマス会）

三日月福祉拠点施設

１０：００～

給食サービス

区分

１１
さよう子ども食堂

「Full House」
さよう子育て支援センター

１１：３０～

通所介護（デイサービス）

12/28

（土）

○

○

○

休

1/5

（日）

○：営業日　　休：休業日

　誠に勝手ながら、年末年始の休業は下記のとおりとさせていただきます。

　ご不便をお掛けしますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

年 末 年 始 の 休 業 に つ い て

　（日）  （金）

１０
給食サービス
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町民ペンリレー（№228） 

西原
にしはら

 弘
こう

達
たつ

 さん（４９歳） 
（佐用町乃井野） 

質問：自己紹介をしてください。 

答え：㈱西原土木に勤めて 30年。土木工事、解体工事 

を行ってきました。 

質問：趣味・特技はなんですか？ 

答え：ドライブです。日本の道 100選全制覇を目指して 

ます。 

質問：日頃から心掛けていることはありますか？ 

答え：たばこを吸わない、野菜を食べる、酒は飲めない。 

質問：毎日続けていることはありますか？ 

答え：早起きとトマトジュースを飲むことです。 

質問：最近嬉しかったことはありますか？ 

答え：娘とその彼氏とのゴルフです。あとは、日光いろは坂をドライブしたことです。 

質問：好きな言葉はありますか？ 

答え：『確かなあなたより不安な私』（師匠の言葉）です。 

質問：最近、気になっていることはありますか？ 

答え：最近始めた娘のゴルフのスコアです。 

 

前回の 長谷川 雅昭 さんからのメッセージ：「長らくお会いしていないかと思いますが、久 々 に 

どこかに遊びに行きたいですね。また、お誘いお待ちしています。」 

この広報紙は共同募金配分金の一部で作られています。 

▲三日月ＣＣで娘と初ラウンド 

まごころサービス協力会員募集！！ 
「お互いさま」の気持ちで助け合う、有償の生活支援サービス 

 『まごころサービス』とは、公的サービスや専門機関では対応できない、日常生活の「ちょっとし

た困りごと」がある方（利用会員）に対して、「ちょっとしたお手伝い」ができる方（協力会員・有

償ボランティア）を紹介し、「一緒に行う」ことによって困りごとを解決する、住民参加型の助け合

い活動です。 

 このサービスにご協力いただける『協力会員』を募集しています。町内にお住まいの 18歳以上の

方であれば、性別や経験、資格等は問いません。 

 

活動内容は？  庭の草取りや部屋の掃除、窓拭き、お墓掃除等です 

活動時間は？  活動可能な日・時間で調整します（年間 1～2回程度でもＯＫ） 

活動費は？   1時間 800円をお支払いします 

 

詳しくは、地域福祉課地域福祉推進係（☎78-0830）まで、お気軽にお問い合わせください。 


